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ははじじめめにに  
 

「郷土を愛し、未来を拓く人づくり」 

 香美市は、市域の 88％を豊かな森林におおわれ、物部川や新改川流域に田園地帯が広が

る、風光明媚な美しいまちです。香美市民は、古くから、この豊かな自然と共存し、温かい

人々の交流を基盤に、活力ある教育、文化、産業の歴史を育んできました。平成 18 年 3月

に３町村が合併し、香美市となって８年となりました。このたび、香美市の更なる発展を願

い、「活力ある教育」から「躍動する教育」へと飛躍するため、今後 10年間の教育指針とし

て「香美市教育振興基本計画」を策定しました。 

 

 「郷土を愛し、未来を拓く人づくり」は、本市教育のめざす姿です。 

 日本国憲法、教育基本法、学校教育法等の関係法令、高知県教育委員会行政基本方針に基

づき、本市の地域の特性とこれまでの取組をいかし、今後の社会の変化に対応できる、「躍動

する教育」の創造をめざします。 

 

 この理念の実現に向けて「香美市教育振興基本計画」は、３つの視点で組み立てました。 

 視点１「学ぶ！」は、子どもの教育についてまとめました。香美市教育振興基本計画検討

委員（以下、検討委員）からは、「子どもは未来を創る宝。市民が協働し、全力で支え、育て

なければならない。」と意見をいただきました。「主体的に学び、社会を生き抜く力をもった

人材の育成」がテーマです。 

 視点２「つながる！」は、協働の重要性についてまとめました。検討委員からは、「地域の

つながりが最も重要。互いに支え合いながら、高い理想をもって活力ある地域づくりを進め

よう。」と意見をいただきました。「市民が協働し、高め合う地域社会づくり」がテーマです。 

 視点３「未来を拓く！」は、新しい教育への展望についてまとめました。検討委員からは、

「社会の変化に対応した教育を積極的に進めてほしい。」香美市で定住するには、ＩＣＴや外

国語の活用、起業できる力も重要である。『知』の拠点として、住民の集える場所も必要だ。」

と意見をいただきました。「夢を育み、新たな価値を創造する教育の展開」がテーマです。 

 

 香美市は、保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、大学など、発達

段階に即した全ての校種が揃っています。豊かな自然、文化・体育施設、さまざまな企業や

多様な人材も揃っています。これらの豊かな教育資源や貴重な地域の宝をいかしながら、「郷

土を愛し、未来を拓く人づくり」を「躍動する教育」として進めていきます。 

 最後に、「香美市教育振興基本計画」策定にあたりご協力いただきました検討委員の皆様を

はじめ、貴重なご意見、ご提言をいただきました多くの市民の皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

 

香美市教育委員会 
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第第１１章章  計計画画のの策策定定ににああたたっってて  
 

１１  計計画画策策定定のの趣趣旨旨  

 

 人口減少・少子高齢化をはじめ、グローバル化の進展、地域社会や家庭環境の変容による

人間関係の希薄化、社会格差の増大・固定化など、社会全体が大きく変化してきています。

こうした中、次代を担う子どもたちが心豊かでたくましく生きていく力を身につけ、力強く

未来を切り拓いていくとともに、地域や社会を支える人づくりを進める教育を振興していく

ことが求められます。 

 国では、平成 18 年に教育基本法が改正され、「人格の完成」や「個人の尊厳」、「国家及び

社会の形成者として心身ともに健康な国民の育成」などの普遍的な理念を大切にしながら、

①知・徳・体の調和がとれ、生涯にわたって自己実現をめざす自立した個人、②公共の精神

を尊び、国家・社会の形成に主体的に参画する国民、③我が国の伝統と文化を基盤として国

際社会を生きる日本人の育成をめざすことが明確に示されました。このような理念をふまえ、

教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、平成 20 年度に第１期教育

振興基本計画が策定され、平成 25 年６月にはその後の社会情勢の変化等をふまえた第２期

教育振興基本計画が策定されました。また高知県では、平成 21 年９月に県の基本的な教育

理念や教育振興の方向性をまとめた高知県教育振興基本計画が策定されています。 

 香美市では、この間にも総人口の減少とともに子どもの数が減少し、家庭や地域における

人間関係も希薄化傾向であるといわれ、子どもの健やかな成長に少なからずの影響が懸念さ

れる状況となっています。 

 香美市教育振興基本計画は、このような市を取り巻く状況や、国・県の計画、社会動向を

ふまえ、市政推進の柱として定められている第１次香美市振興計画の教育分野をさらに具体

化するとともに、全市民が生涯にわたって豊かに学び続けられる環境づくりと、次代の香美

市を担う市民を育んでいくことを目的に策定しました。 
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２２  計計画画のの位位置置づづけけ  

 

 本計画は、教育基本法第 17 条第２項に基づく計画として、国の第 2期教育振興基本計画

や高知県の教育振興基本計画を参考に検討を重ねつつ策定しました。 

 また、第 1次香美市振興計画後期基本計画を上位計画とし、他の関連計画とも整合を図り

策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３  計計画画のの期期間間  

 

 本計画は、平成 26 年度を初年度とし、平成 35 年度までの 10 年間を通じてめざす基本

理念や基本的な方向性を明確にするとともに、前期５年間において重点的に取り組む施策を

示しています。なお、中間年である平成 30年度に見直しを行います。 
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33 
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34 

年度 

平成 

35 

年度 

第 1次香美市振興計画後期基本計画 第 2次香美市振興計画（次期振興計画） 

 香美市教育振興基本計画（前期）  

見直し 香美市教育振興基本計画（後期） 

 
 

４４  策策定定のの経経過過  

 

 本計画の策定にあたっては、市民、小中学生の保護者、小中学生、高校生、教職員、高知

工科大学生、市外在住者といった幅広い対象にアンケート調査を実施し、香美市の教育振興

に関する意向を把握しました。また、関係団体等へのヒアリング調査を実施したほか、小中

学生による子ども会議を開催し、子どもたちの生の声として、学校や日常生活、勉強のこと

などについての思いを聴き取るなど、多くのご意見をいただきました。 

 さらに、計画の立案には香美市教育振興基本計画検討委員会を中心に、熱心にご議論いた

だくとともに、庁内においても教育委員会だけでなく、関連部署、機関との連携を図りなが

ら策定しました。 

教育基本法（抜粋） 

（教育振興基本計画） 

第 17条 政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、教育の振

興に関する施策についての基本的な方針及び講ずべき施策その他必要な事項について、基

本的な計画を定め、これを国会に報告するとともに、公表しなければならない。 

２ 地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体にお

ける教育の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければならない。 
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第第２２章章  香香美美市市のの現現状状とと課課題題  
 

１１  人人口口減減少少、、少少子子高高齢齢化化のの進進行行  

（１）総人口の推移と今後の見込み 

・総人口の減少ペースは５年ごとに約 1,500 人となっています。一方で高齢者数は増加

傾向が継続し、推計では平成 27年にピークを迎えます。65歳以上の高齢化率について

は上昇を続け、平成 37年に４割に達し、その後横ばいとなる見込みです。 

・０～14歳の年少人口、15～64歳の生産年齢人口は一貫して減少傾向となっています。 

・年少人口割合は平成 27 年に１割を割り込み、生産年齢人口割合は平成 32 年で５割近

くまで落ち込み、その後横ばいとなる見込みです。 

・このような人口減少、少子高齢化の進行に対応したまちづくりが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）小学生・中学生数の動向 

・小学生・中学生の数は、少子化を背景に減少傾向が続いています。 

・児童生徒数の減少にともない、各学校では、一人ひとりに目が届き、きめ細やかな指

導が可能となる一方で、多様な考え方にふれる機会や学び合いの機会が減少し、集団

生活の中で社会性を身につけるうえで課題となることも考えられるため、各学校間に

おける連携を進めたり、地域住民の協力を得たりするなど、教育課程における柔軟で

多様な取組が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■総人口、年齢３区分別人口割合の動向 

■小学生・中学生数の動向 

※国勢調査、国立社会保障人口問題研究所より ※国勢調査、国立社会保障人口問題研究所より 

※香美市教育委員会資料より 
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（３）就学前教育・保育ニーズの動向 

・保護者の多様なニーズの高まりを受け、保育所、幼稚園の入園者数は、特に保育所に

おいて増加傾向にあります。 

・本市では、これまで「香美市すこやか子育てプラン」を策定し、保育所の新設や低年

齢児の定員の増加などを進めながら、保育ニーズの増大に対応してきました。今後も

延長保育や一時預かりの充実など、よりきめ細やかな子育て環境の整備を図り、地域

の中で安心していきいきと子育てができるようにしていく必要があります。 

・また、家庭は、子どもたちにとって心のよりどころであるとともに、早寝早起き、食

事、あいさつ等の基本的な生活習慣の定着、規範意識を育てるうえで非常に大切な場

であるため、家庭の教育力を高められる支援も、同時に進めていくことが重要です。 

・さらに、国の「子ども・子育て支援新制度」をふまえ、幼児期における質の高い教育・

保育の総合的な提供に向けた仕組みづくりを進める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２  学学力力・・体体力力等等のの状状況況  

 

（１）全国学力・学習状況調査の結果 

・全国学力・学習状況調査の結果をみると、小学校は、国語Ａ、Ｂ、算数Ａ、Ｂともに

伸びてきており、平成 25年では、４項目とも全国の平均正答率を上回っています。 

・中学校は、年によって結果は上下し、いずれの項目も全国平均正答率をやや下回るも

のの、学習課題への取組成果がみられるようになっており、徐々に全国平均の水準に

近づきつつあります。 

・児童生徒のさらなる学力の向上に向けては、学習に対する目的意識や意欲の向上を図

るとともに、家庭と連携し、家庭学習の習慣の確立に向けた啓発とその推進が必要で

す。また、小学校から中学校へと学びの連続性を確保するためにも、個々の状況や理

解度に応じた適切な指導や学びなおしの機会を設けるなど、教育の質を高めていくこ

とが必要です。 

 

■保育所、幼稚園入園者数の動向 

※香美市教育委員会資料より 
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（Ａ問題は主に基礎的な知識で、Ｂ問題は基礎的な知識を活用する力を問う問題です。） 

 

 

（２）豊かな人間性の育成に関する調査の結果 

・小学生の調査結果をみると、平成 23年の調査では、自尊感情や難しい課題に挑戦する

意欲、将来の夢や目標を持つことに対して特に低い数値がみられましたが、平成 25年

の調査では、それらの数値が伸び、国平均と同水準か上回る結果となっています。 

・中学生の結果においても、平成 23年の調査では、小学生と同様、自尊感情、難しい課

題に挑戦する力、将来の夢や目標を持っているかが特に低く、その他物事を最後まで

やり遂げて嬉しかったことがあるか、近所の人に会った時あいさつをするかにおいて

も低い傾向がみられましたが、平成 25年の調査では、いずれの数値も伸びています。 

・こうした変化は市全体での道徳教育の推進や、学校・家庭・地域が連携した教育活動

の広がりによるものと考えます。今後とも引き続き、自尊感情をはじめ、子どもたち

の主体的に学ぼうとする力、失敗を恐れないで課題解決しようと挑戦する力、人とか

かわることによって学ぶことができるコミュニケーション力、社会性、規範意識等を

育てることを課題として、発達や成長段階に応じた豊かな人間性の育成に向けて取り

組むことが必要です。 

 

 

■全国の平均正答率を 100とした時の香美市の割合 

＜小学校＞ 

＜中学校＞ 

※全国学力・学習状況調査より 

※全国学力・学習状況調査より 
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いじめは、どんな理由があっ

てもいけないことだと思いま

すか

人の役に立つ人間になりた

いと思いますか

Ｈ25香美市(小) Ｈ23香美市(小) Ｈ25全国(小)

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

自分にはよいところがある

と思いますか

将来の夢や目標を持ってい

ますか

物事を最後までやりとげて

うれしかったことがあります

か

難しいことでも、失敗を恐れ

ないで挑戦していますか

学校のきまりを守っていま

すか

近所の人に会った時は、挨

拶をしていますか

人の気持ちが分かる人間

になりたいと思いますか

いじめは、どんな理由が

あってもいけないことだと思

いますか

人の役に立つ人間になりた

いと思いますか

Ｈ25香美市(中) Ｈ23香美市(中) Ｈ25全国(中)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■豊かな人間性の育成に関する調査の結果 

自尊感情や難しい課

題への挑戦意欲、将来

の夢や目標を持つこ

とに対して、回答が伸

びています 

＜小学校＞ 

＜中学校＞ 
中学生の自尊感情や難しい課

題への挑戦意欲は特に低くな

っていましたが、いずれも大

きく伸びています 

※全国学力・学習状況調査質問項目より 

※全国学力・学習状況調査質問項目より 
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握 力 

 

（kg） 

上 体 

おこし 

（cm） 

長座体 

前 屈 

（cm） 

反復横 

と び 

（回） 

20ｍ 

シャト

ルラン 

（回） 

50ｍ走 

 

（秒） 

立ち幅 

と び 

（cm） 

ソフト・ハ

ンドボー

ル投げ 

（m） 

体 力 

合計点 

香美市 

5年男 
18.5 18.7 35.4 42.9 42.8 9.5 146.6 22.6 53.9 

高知県 16.6 18.8 33.2 41.6 48.7 9.4 151.6 23.5 53.5 

香美市 

5年女 
17.9 18.6 37.6 41.6 38.7 9.5 143.3 15.3 57.1 

高知県 16.2 17.2 36.4 39.3 37.8 9.7 142.2 14.3 53.8 

香美市 

2年男 
33.6 25.8 40.0 50.9 76.0 8.2 190.3 21.6 41.8 

高知県 29.9 26.4 42.2 51.5 81.1 8.0 194.0 21.2 42.0 

香美市 

2年女 
25.3 21.9 39.4 44.9 49.2 9.2 164.8 13.4 46.5 

高知県 23.5 20.9 42.7 45.0 51.2 9.0 164.2 12.9 46.7 

 

（３）体力・運動能力調査の結果 

・体力・運動能力の状況をみると、体力合計点では、香美市の小学５年生の男女とも高

知県の合計点を上回っており、中学２年生は男女ともほぼ高知県と同様の水準となっ

ています。 

・全国的には、子どもの体力・運動能力の低下傾向には歯止めがかかってきているもの

の、かつて体力水準の高かった時代と比較すると、依然として低い状況にあることや、

近年は運動をする子どもとしない子どもの二極化傾向が見られることなどが指摘され

ています。今後とも、香美市の児童生徒が、健やかな体づくりと体力向上を図れるよ

う、自然や運動に親しめる環境をいかしながら、運動習慣の定着や運動意欲の向上に

取り組んでいくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３３  いいじじめめ等等のの問問題題行行動動、、不不登登校校のの状状況況  

 

 

・香美市における長期欠席者※の出現率は小学校が高く、中学校では県平均並の出現率と

なっています。小学校は 10日以上欠席した児童の出現率は県平均の約２倍となってお

り、長期欠席者の数も県平均を上回っています。全欠、引きこもり者の出現率は県平

均と同等となっています。中学校は 10日以上欠席した生徒の出現率は県平均の 1.5倍

となっており、長期欠席者数は県平均よりも少し高くなっています。全欠者、引きこ

もり者は県平均よりも低くなっています。長期欠席の理由はそれぞれ一律ではなく、

学校生活上の影響、不安などの情緒的混乱、非行、無気力等のさまざまな理由が複合

していると考えられ、その解消に向けては個々に応じたねばり強い取組が必要です。 

・いじめは少数ですが認知されています。認知されたいじめについては、各校でいじめ

解消のための取組が実施され、これらについては全て解決しています。しかし、今後

もいじめの発生が予想され、その撲滅をめざして学校や家庭、関係機関との連携によ

る継続的な取組に努めることが肝要です。 

・校内暴力の発生内容は生徒間暴力、器物毀損が多く、次いで対教師暴力、対人暴力等

となっています。国、県と同様に小学校に比べて中学校の発生率が高くなっています。 

■体力・運動能力の状況 

体力・運動能力は、高知県と比

べて同水準か、上回る状況です 

不登校やいじめの発生に対して

は、一人ひとりに寄り添い解決

を図るとともに、未然に防げる

絆の強い集団づくりが必要です 

※平成 24年度高知県体力・運動能力、運動習慣調査（高知県の値は速報値）より 

                           

※長期欠席者：年間 30日以上の欠席者。 
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４４  特特別別なな教教育育的的支支援援をを要要すするる子子どどもものの状状況況  

 

 

・障害等により、通常の学級における指導だけではその能力を十分に伸ばすことの困難

な子どもたちに対し、一人ひとりの状況・程度に応じて特別な配慮のもとに、特別支

援学校、小中学校の特別支援学級、通常学級において教育が行われています。本市で

は、これまで特別な教育的支援の必要と認められる子どもに対して、教育支援員を配

置し支援に努めてきました。また、香美市教育支援センターや各校にスクールソーシ

ャルワーカーやスクールカウンセラー、教育支援員を配置し、個々の子どもの状態に

対応した支援を行っています。教職員に対しては、高知大学と連携して発達障害の理

解や支援に関する研修をはじめ特別支援教育に関する研修を行っています。このよう

なさまざまな取組の結果、それぞれの障害等に起因する学習上のさまざまな課題や、

困難な状況等が改善または軽減されてきています。 

・しかし、全国の傾向と同様に、本市でも特別支援学級に在籍する児童・生徒数が増加

しています。また、特別支援学級に在籍はしていないものの、特別な教育的支援の必

要な幼児・児童・生徒数も増加しています。本市におけるさまざまな特別な教育的支

援が必要と考えられる幼児・児童・生徒の比率は、推定値で小学校は 10％程度、中学

校はそれより高い値となっており、保育所でも増加傾向となっています。また、個々

の子どもの状態については、障害の程度が重度になっていたり、いろいろな障害が重

複したりしていて多様化しています。個々の子どもの成長を見通した早期からの適切

な教育的対応や個に応じた特別な教育的支援を行うことがたいへん重要となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別な配慮が必要な子どもの数は増え

ており、成長を見通した早期からの適

切な対応や、個々に応じた特別な教育

的支援が必要です 

香美市イメージキャラクターⒸやなせたかし 
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81.3 

44.8 

25.8 

20.1 

11.8 

10.4 

7.4 

2.7 

3.8 

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

香美市のお祭に

いっている

校区にある祭やイベ

ントに参加している

地域の人と交流して

いる

地域の人にいろいろ

なことを教えてもらっ

ている

地域の人と一緒に

清掃活動をしている

地域の相撲大会に

出場している

地域の人とのつなが

りはない

その他

不明・無回答

（％）

 

５５  教教育育とと地地域域ととのの関関わわりりににつついいてて  

（１）地域と子ども、学校とのつながりについて 

・小中学生へのアンケートで、地域の人とのつながりのある機会はどのようなものがあ

るかを尋ねたところ、祭やイベントを通じた機会は多いものの、日常的な交流は少な

くなっており、子どもと地域のつながりを深められる取組が求められます。 

・市民、小中学生保護者、高知工科大学生、教職員へのアンケートで、子どもの教育に

大切だと思うことを尋ねたところ、いずれの対象者も学校教育をしっかりする、家庭

教育をしっかりする、そしてさまざまなことを体験するという回答が多くなっていま

す。このうち、市民と教職員は家庭教育への回答が最も多く、小中学生保護者と高知

工科大学生はさまざまなことを体験することへの回答が最も多くなっています。 

・また、家庭・学校・地域の教育場面で協力したいかを尋ねたところ、協力したいと思

う人は、市民が約６割、小中学生保護者や高知工科大学生は約８割となっています。

教職員に家庭・地域教育において、協力して欲しいことがあるかを尋ねたところ、９

割以上が家庭教育や地域教育に協力してほしいと考えています。こうした結果から、

さまざまな教育課題に対応する人々の思いをつなげ、地域ぐるみで活動を展開する仕

組みづくりが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域の人とのつながりについて（小中学生） ■子どもの教育に大切だと思うこと 

Ｎ＝364 

お祭やイベ

ントでの交

流はありま

すが、地域の

人との日常

的なふれあ

いは、やや少

ないようで

す 

子どもの教育に大

切なのは、学校教

育だけでなく、家

庭教育や、さまざ

まなことを体験

し、経験をつむな

どがあげられてい

ます 

※香美市教育振興基本計画策定のための

アンケート調査より 

「Ｎ」とは、回答者総数を指しています。 ※香美市教育振興基本計画策定のための

アンケート調査より 

Ｎ＝606 Ｎ＝426 

Ｎ＝188 Ｎ＝143 

53.3

69.1

40.1

22.8

64.0

13.4

1.7

2.5

5.1

62.0

70.9

41.1

30.3

72.3

6.3

0.5

0.7

1.6

77.1

85.1

22.9

29.3

65.4

13.3

0.0

1.1

0.0

50.3

67.1

37.8

16.8

69.2

11.9

2.1

7.0

4.2

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

学校教育をしっかりする

家庭教育をしっかりする

自然とのふれあいなど

自然の中であそぶこと

安全・安心な環境を守る

さまざまなことを体験し、

経験をつむ

地域の特質を活かした

教育を行う

わからない

その他

不明・無回答

市民 小中学生保護者

教職員 高知工科大学生

（％）
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93.1 4.3 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員

はい

いいえ

不明・無回答

17.8 

5.8 

9.1 

7.3 

4.3 

7.8 

16.0 

20.0 

5.9 

20.3 

19.5 

20.8 

12.0 

13.4 

15.0 

13.0 

12.0 

11.6 

47.2 

59.4 

55.3 

63.5 

66.0 

61.4 

56.1 

53.5 

65.8 

14.7 

15.3 

14.9 

17.2 

16.3 

15.8 

14.9 

14.5 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民大学

（文化講座・健康講座など）

パソコン教室

（工科大学生による）

市民セミナー

（各種教室など）

香美市こども教室

（地域住民と子どものふれあい）

体操教室

（介護予防事業）

スポーツフェスティバル

香美市芸術祭

美術館の絵画展

図書館事業

（おはなしの会など）

参加したことがある 参加したことはないが参加してみたい 参加したことがない 不明・無回答

8.0 

4.0 

4.2 

14.8 

2.1 

10.3 

12.9 

23.0 

8.0 

15.5 

19.0 

20.2 

13.4 

11.5 

14.1 

11.0 

10.3 

12.7 

68.5 

69.5 

67.8 

63.8 

78.9 

68.3 

68.1 

59.6 

71.6 

8.0 

7.5 

7.7 

8.0 

7.5 

7.3 

8.0 

7.0 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

62.4

76.3

81.8

26.7

19.7

14.7

10.9

4.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住民

小中学生保護者

高知工科大学生

はい

いいえ

不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生涯学習事業等への参加状況 

・香美市で行われている生涯学習事業やスポーツフェスティバル等への参加状況を、市

民、小中学生保護者へのアンケート結果からみると、参加したことがある割合は、い

ずれの事業も１割未満か、高いもので２割程度となっています。 

・全体的に参加率は高くありませんが、「参加したことはないが参加してみたい」は各事

業とも１割以上と多くなっており、潜在的な参加意向が伺えます。今後、より多くの

人が自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、生涯学習に関する幅広

い情報提供や内容の充実に努めるとともに、市全体としての施設整備のあり方や市民

が利用しやすいアクセス方法等についての検討を進め、生涯学習・スポーツ環境を向

上させていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■家庭・学校・地域などの教育場面で、協力をしたいか 

■家庭・地域教育において、協力してほしいことがあるか（教職員） 

■参加したことがある、もしくは参加したいと思う生涯学習事業について 

＜市民 Ｎ＝606＞ ＜小中学生保護者 Ｎ＝426＞ 

６割から８割の人が教育

に協力したいと答えてお

り、教職員の９割以上が

家庭や地域教育において

協力してほしいことがあ

ると答えています 

多くの事業で参加率は高くありませんが、今後の参加

意向をあわせると、多くの事業で倍以上となります 

※香美市教育振興基本計画策定のためのアンケート調査より 

※香美市教育振興基本計画策定のためのアンケート調査より 
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46.4 

43.4 

22.6 

36.1 

26.4 

50.8 

15.8 

10.7 

9.2 

1.3 

3.8 

29.6 

52.6 

18.5 

24.6 

22.8 

39.4 

20.0 

14.3 

17.8 

2.1 

3.5 

0.0 25.0 50.0 75.0

香美市の資源の活用による地域活性化

地域の児童や生徒との交流事業

（科学教室など）

地域住民との交流行事

（ワークショップなど）

先端研究機関、産官学連携の

拠点としての役割を担う

専門分野・研究についての

公開講座（授業）の開催

香美市の産業を担う次代のエンジニアの

育成（社会に貢献できる人材の育成）

図書館や体育館等の市民、各校への開放

イベントの開催

わからない

その他

不明・無回答

市民 小中学生保護者

（％）

（３）高知工科大学との連携について 

・市民、小中学生保護者へのアンケートで、香美市の教育と連携していくために高知工

科大学に力を入れてほしいことを尋ねたところ、「地域の児童や生徒との交流事業」「香

美市の産業を担う次代のエンジニアの育成」「香美市の資源の活用による地域活性化」

が多くなっており、子どもたちとの交流を進めるとともに、専門性をいかした人材育

成や、資源をいかして地域を活性化させていくことが望まれています。 

・今後、これまでの連携基盤、そして今後の市民の期待を背景に、本市の教育、大学双

方にとって有益となる教育プログラム等を創出し、密接に連携しながら、高知工科大

学があることをいかした香美市ならではの教育施策の推進が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■香美市の教育と連携していくために高知工科大学に力を入れてほしいこと 

※香美市教育振興基本計画策定のためのアンケート調査より 

地域活性化に向け

た、多様な交流や大

学の専門性をいかし

た人材の育成が求め

られています 

Ｎ＝606 Ｎ＝426 

香美市イメージキャラクターⒸやなせたかし 
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62.7 

51.6 

19.7 

11.1 

10.4 

8.2 

7.5 

6.8 

3.2 

7.5 

21.1 

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

パソコンで調べる

ゲームをする

パソコンで買い物をする

メールなどのやり取り

パソコンのソフトを使って勉強する

文章を書く

ソーシャルネットワーク（ミクシィや

モバゲー）をしている

ツイッターやブログに参加する、

投稿する

自分のホームーページを

もっている

その他

不明・無回答

（％）

95.6 

3.6 

0.8 

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

ある

ない

不明・無回答

（％）

54.0 

46.6 

8.0 

7.8 

8.0 

18.1 

2.3 

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

パソコン（ノート、デ

スクトップ型）

携帯電話・スマート

フォン

ファックス

タブレット型パソコン

（iPadなど）

その他

自由に使えるものは

ない

不明・無回答

（％）

６６  パパソソココンン等等情情報報機機器器のの普普及及  

 

・小中学生へのアンケートによると、家庭の約 95％にパソコンやファックス、携帯電話・

スマートフォンなどの電子機器があります。電子機器があると答えたおよそ半数の小

中学生は、パソコンや携帯電話・スマートフォンを自身が自由に使ってよいと回答し

ています。 

・パソコンを使ってしていることは、調べものやゲームが半数以上となっていますが、

ソーシャルネットワークを利用したり、ツイッター・ブログを使っているものもみら

れます。インターネットを教育に取り入れる際には、ネットワーク社会に関する正し

い認識をもつとともに、情報モラル・情報リテラシー教育の充実・推進が重要です。 

・また、家庭にこうした電子機器がない小中学生に対しては、教育上の不利益を被るこ

とのないよう、パソコン等の機器を活用できる教育環境を整えていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■家にパソコン、ファックス、携帯・スマート

フォンなどの電子機器があるか（小中学生） 

■自由に使ってよい電子機器は何か（小中学生） 

■パソコンを使ってしていること（小中学生） 

Ｎ＝229 

Ｎ＝348 

Ｎ＝364 

子どもたちのパソコンやインターネットの活用

能力をいかした教育が求められます。また、こう

した機器を誰もが、自由に、正しく使えるよう環

境を整備していくことが大切です 

※香美市教育振興基本計画策定のための

アンケート調査より 

※香美市教育振興基本計画策定のための

アンケート調査より 

※香美市教育振興基本計画策定のための

アンケート調査より 
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学ぶ！ 

つながる！ 未来を拓く！ 

主体的に学び、社会を

生き抜く力をもった

人材を育てます 

市民が協働し、とも

に支え合い、高め合

う地域社会を築きま

す 

夢を育み、新たな価

値を創造する教育を

展開します 

 

第第３３章章  計計画画のの基基本本理理念念とと体体系系  
 

１１  計計画画のの基基本本理理念念とと視視点点  

（１）基本理念 

 

郷土を愛し、未来を拓
ひら

く人づくり 
～学び、つながり、未来を拓く～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 香美市振興計画の基本理念「輝き、やすらぎ、賑わいをみんなで築くまちづくり」を実現

する原動力は、人づくり、すなわち教育にあります。 

今後 10 年間の香美市の教育は、 

○学ぶ！ ～主体的に学び、社会を生き抜く力をもった人材を育てます～ 

○つながる！ ～市民が協働し、ともに支え合い、高め合う地域社会を築きます～ 

○未来を拓く！ ～夢を育み、新たな価値を創造する教育を展開します～ 

を視点とし、これらを相互に関連させながら施策を推進することで、互いに力を合わせ、創

意工夫しながら新しい時代を築いていく人づくりをめざします。 

 

また、香美市の風土や、培われてきた多彩な文化・歴史、先人やそこに住む人々など、本

市ならではの教育資源を香美市の“たから”と捉えて、子どもも大人も「わがまち香美市」

について、学ぶことができる環境づくりを進めます。 

一人ひとりの生

き抜く力を育む

とともに、学校・

家庭・地域の協働

により、地域社会

全体の教育力を

高めます。 

互いに支え合い、高め合う中で、地域の

知的資源を最大限にいかし、未来を拓く

新たな価値を創造します。 

香美市の基盤を

いかし、生涯に

わたって学び、

自らの夢や希望

の実現に努力す

る人づくりを進

めます。 
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（２）視点 

①「学ぶ！」 ～主体的に学び、社会を生き抜く力をもった人材を育てます～ 

香美市には保育所、幼稚園、小学校、中学校、特別支援学校、高等学校、大学といった

さまざまな教育機関があります。そこで、この恵まれた教育環境をいかして、各教育機関

の連携を密にし、子どもの育ちの連続性を保障する教育を推進します。 

 また、一人ひとりの子どもに向き合い、生涯にわたる学習の基礎となる「自ら学び、考

え、行動する力」等の社会を生き抜く力を育てます。 

あわせて、一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細やかな教育の推進や、将来を見据

えたキャリア教育※の充実を図ります。 

 

②「つながる！」 ～市民が協働し、ともに支え合い、高め合う地域社会を築きます～ 

 これからの香美市では、市民一人ひとりが市にある教育資源やそれぞれのもつ知恵を活

用しながら、みんなで協働し、次代を担う市民の育成に努めていくことが重要となります。

そのため、学校・家庭・地域が連携・協力し、地域社会全体がつながりながら、郷土を愛

する人を育みます。 

 また、市民が安心して子どもを生み育てられるよう、子ども・子育て支援施策の充実を

図ります。 

 

③「未来を拓く！」 ～夢を育み、新たな価値を創造する教育を展開します～ 

 人口減少・少子高齢化、情報化、国際化、成熟社会、分権型社会への移行など、時代や

社会の変化が急速に進む中、教育に対するニーズも多様化しています。こうした多様なニ

ーズに対応した、魅力ある教育システムの導入を進めます。 

 また、高知工科大学が立地する環境をいかし、その人材、施設、研究成果等の知的資源

を最大限に活用した学びの環境を充実させるとともに、地域の人々の智恵、知識、情報と

いった地域の「知」を集積した「学びの拠点」づくりを進め、地域課題の解決や地域活性

化につながる取組を推進します。 

 さらに、社会の要請と市民の学習ニーズに応える質の高い学習機会を提供し、活力ある

生涯学習社会を実現するとともに、市民が生涯にわたって文化・芸術に親しめ、身近にス

ポーツを楽しめる環境をつくります。 

 

 

 

 

 

 

                           

※キャリア教育：一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要となる能力や態度を育てることを通して、社会の中で自分

の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していくための教育のこと。一人ひとりの生き方にかかわる教育であ

り、児童生徒がさまざまな体験をし、多くの人とふれあうことを通じて、生き方について考えるようにする取組。 
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２２  施施策策のの全全体体体体系系  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜基基本本理理念念＞＞  

          
＜視点１＞ 

 

主体的に学

び、社会を

生き抜く力

をもった人

材を育てま

す 

          
＜視点２＞ 

 

市民が協働

し、ともに支

え合い、高

め合う地域

社会を築き

ます 

              
＜視点３＞ 

 

夢を育み、

新たな価値

を創造する

教育を展開

します 

  
（１） きめ細やかな教

育・保育の推進と

体制整備 

   
（２） 活力ある保育所・

学校づくりの推進 

  
（３） たくましく生きる

人間力を培う教育

の推進 

  
（１） 香美市のたから

をいかしたふるさ

と教育の推進 

   
（２） 子育て支援と 

親支援の推進 

  
（３） 市民協働で地域

の教育力を高める

取組の推進 

  
（１） 次世代を見通し

た教育の環境整

備と実践 

   
（２） 高知工科大学と

の連携 

 
（３） 生涯を通した豊

かな学びと文化・

芸術、スポーツ活

動の充実 

＜＜視視点点＞＞  ＜＜基基本本的的方方向向＞＞  

 
① 0歳から 15歳にわたって子どもの育ちの連続性を保

障する保育・教育の推進 

② 一人ひとりの子どもの特性に対応した、きめ細やかな

教育の推進 

③ 教育相談、生徒指導のためのシステム構築 

 
① 教職員の資質、組織力の向上を通じた、より一層信

頼される保育所・学校づくりの推進 

② 香美市内の学校、大学や関係機関と連携した教育の

推進 

① 子どもに確かな学力を身につける教育の推進 

② 子どもの豊かな心の育成 

③ 健やかな体を育み、健康的な生活ができる教育の推進 

④ 市の未来を担う起業家精神を培う教育、キャリア教育

の推進 

 

    
① 香美市のたから（人・自然・もの・こと）をいかした郷土

理解の促進と、子どもの育ちを保障する教育の推進 

   
① 親支援と家庭教育力の向上 

② 保育サービスの質・量の充実、子育て支援センターの

機能充実 

  
① コミュニティと連携し、地域特性をいかした特色ある教

育の推進 

② 地域住民の参画による学校の活性化 

③ 安全で安心できる学習活動や体験活動の場の提供 

  
① 香美市がもつ「知」を総合して交流したり、学び合った

りできる拠点の整備 

② 時代の変化に対応した次世代の香美市民が必要と

する教育の提供 

 
① 高知工科大学との連携による高いレベルの“知”の創

造への挑戦 

② 高知工科大学を教育の場として活用 

③ 高知工科大学と互恵性のある関係の構築と、連携教

育の推進 

① 芸術・文化活動の拠点となる市内社会教育施設の活
用促進 

② 民俗芸能や伝統行事を後世に残す取組の推進 
③ 生涯スポーツの推進 
④ 公民館活動の活性化 
⑤ 図書館活動の充実 

＜＜施施策策のの柱柱＞＞  

学ぶ！ 

つながる！ 

未来を 

拓く！ 

郷
土
を
愛
し
、
未
来
を
拓
く
人
づ
く
り 

ひ 

ら 
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第第４４章章  計計画画のの基基本本的的方方向向とと施施策策のの柱柱  
 

 

１１  主主体体的的にに学学びび、、社社会会をを生生きき抜抜くく力力ををももっったた人人材材をを育育ててまますす  

（１） きめ細やかな教育・保育の推進と体制整備 

■施策の柱 

 

① 0 歳から 15 歳にわたって子どもの育ちの連続性を保障する保育・教育の推進 

② 一人ひとりの子どもの特性に対応した、きめ細やかな教育の推進 

③ 教育相談、生徒指導のためのシステム構築 

 

■主な取組 

○子どもの育ちの指標の作成 

・香美市の子どもの育ちの指標を作成し、そ

れを家庭、保育所、幼稚園、学校、地域社

会が共有しながら、健やかな子どもの育ち

を保障します。 

○保育所・幼稚園、小学校、中学校、高等学校、

大学に至る連携教育の推進 

・保育所・幼稚園と小学校、小学校と中学校、

中学校と高等学校との連携教育を推進します。 

・高知工科大学と各学校・園、高等学校との連

携を促進し、大学の専門性を活用した教育を

充実します。 

○市内各学校における横の連携の推進 

・各小学校間をはじめ、高知県立山田養護学

校、高知工科大学等との連携による教育を

進めます。 

○円滑な接続を図る教育カリキュラムの実施 

・アプローチカリキュラム※、スタートカリキ

ュラム※を実施し、教育の円滑な接続を図り

ます。 

○特別な教育的支援の必要な子どもへの支援

の充実 

・発達障害の幼児・児童生徒に適切な支援が

できるよう、保育・教育支援サービスを充

実させます。また、インクルーシブ教育シ

ステム※の構築に向けた研究を進めます。 

○いじめ、不登校の課題やさまざまな問題行

動の解消に対応する体制の充実 

・いじめ、不登校の課題やさまざまな問題行

動の解消をめざし、生徒指導支援体制の確

立・充実を図ります。 

 

 

＜背景・留意点＞ 
◆子どもの健やかな成長のためには、保育所・幼稚園と小学校、小学校と中学校等が連携して教

育をすることが必要です。また、香美市にある高知県立山田養護学校とも連携し、個に応じた

適切な支援ができるよう努めることが求められています。 

◆特別な教育的支援の必要な幼児・児童・生徒が増加傾向にあり、発達段階に応じた支援が必要

です。 

◆小中学校における不登校、いじめ、問題行動への対応を図るとともに、未然に防ぐ取組も必要

です。 

 

 

                           

※アプローチカリキュラム：幼児期における遊びの中の学びが、小学校の学習や生活に、生きて働くことができるよう工夫

されたカリキュラムのこと。 

※スタートカリキュラム：入学当初の児童がスムーズに学校生活へ適応していけるように構成されたカリキュラムのこと。 

※インクルーシブ教育システム：障害の有無を問わず、すべての子どもが地域の学校で学習することができる体制や条件

整備を行うこと。 
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（２） 活力ある保育所・学校づくりの推進 

■施策の柱 

 

① 教職員の資質、組織力の向上を通じた、より一層信頼される保育所・学校づくりの

推進 

② 香美市内の学校、大学や関係機関と連携した教育の推進 

 

 

■主な取組 

○指導力を高める職員研修の充実 

・日常の業務につきながら職場内で行う人材

育成を進めるとともに、多様な研修の場を

通じ、保育士・教職員の資質向上を図りま

す。 

○学校経営力の向上 

・学校経営計画と香美市が先進的に行ってい

る学校評価を活用して、組織として機能す

る学校づくりをします。 

○市内関係機関との連携 

・香美市内にある保育所、幼稚園、小学校、中

学校、高等学校、大学、特別支援学校、教育

研究所などさまざまな関係機関と連携し、そ

れぞれの特性をいかして香美市の教育を進

めます。 

○教育支援人材の活用 

・教育支援員の配置を進め、保育士・教職員が

子どもと向き合うための環境整備を行いま

す。 

 

 

＜背景・留意点＞ 
◆香美市には保育所から特別支援学校、大学まで全ての校種がある恵まれた環境にありますが、

それらが互いに連携するなど、充実した教育資源を十分には活用しきれていません。 

◆質の高い保育・教育サービスを供給するためには、教職員の支援力・指導力を高いレベルで維

持する必要があります。 

◆教育の実践については、学校組織として各学校内での方向性のすり合わせを行い、計画から実

行、評価、改善を繰り返す PDCA サイクルにより、より一層の工夫・改善・充実を図る必要が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香美市イメージキャラクターⒸやなせたかし 
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（３） たくましく生きる人間力を培う教育の推進 

■施策の柱 

 

① 子どもに確かな学力を身につける教育の推進 

② 子どもの豊かな心の育成 

③ 健やかな体を育み、健康的な生活ができる教育の推進 

④ 市の未来を担う起業家精神を培う教育、キャリア教育の推進 

 

 

■主な取組 

○学力の向上に向けた取組の推進 

・学力向上を図るプログラムの展開や、学びな

おしができる効果的な補習等の実施により、

児童生徒に全国平均以上の学力を保障する

確かな教育を推進します。 

○人間性、社会性を育む教育の推進 

・豊かな人間性を育てる道徳教育、人権教育、

図書館教育を推進します。 

○学校図書館の充実 

・子どもの学校図書館活動の充実を一層進め

ます。学校図書館には図書支援員を配置し、

児童生徒や教員の支援をします。また、各

校に図書システムを整備します。 

○子どもの体力向上と健康の保持増進 

・幼児・児童・生徒の体力向上と健康な生活を

送るための教育を推進します。 

○多様なキャリア教育の推進 

・社会的、職業的自立に向けた指導のプログラ

ム化を行うなど、学校の特色ある取組をいか

した児童生徒のキャリア教育を推進します。 

・グローバル化する社会に対応し、香美市の未

来を担う起業家精神を培う教育を推進しま

す。 

  

＜背景・留意点＞ 

◆香美市の教育資源を積極的に活用した教育を推進し、地域とともに進める教育が必要です。 

◆児童生徒の自尊感情や難しいことへの挑戦意欲、夢や目標を持っている割合は改善傾向にあり

ますが、今後とも注視していく必要があります。 

◆興味のあることに取り組み、主体的に学ぶという個人力が十分ではない面がみられます。 

◆児童生徒が学校で学んでいることと、それが実生活やこれからの人生でどう活きるのかという

ことをつなぐ教育がより一層望まれます。 

◆学びなおしを必要とする児童生徒がおり、その子どもに対する支援が必要となっています。 
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２２  市市民民がが協協働働しし、、ととももにに支支ええ合合いい、、高高めめ合合うう地地域域社社会会をを築築ききまますす  

 

（１） 香美市のたからをいかしたふるさと教育の推進 

■施策の柱 

 

① 香美市のたから（人・自然・もの・こと）をいかした郷土理解の促進と、子どもの

育ちを保障する教育の推進 

 

 

■主な取組 

○社会科副読本の活用 

・香美市のことについて、さまざまな角度か

ら学べる社会科副読本を活用し、過去から

現在の様子を知るだけでなく、未来につい

ても思いを馳せられる学習を進めます。 

○ふるさと学習プログラムの推進 

・ふるさと学習プログラムを作成し、本市の

多様な教育資源（人、自然、産業、文化等）

を活用した体験学習等に取り組み、自分の

ふるさとを知り、感じ、行動する学習を進

めます。この学習を通して、子どもが地域

でさまざまな経験を積めるようにするとと

もに、子どもだけでなく大人も幅広い人間

関係が構築できるような環境をつくります。

○食育の推進 

・本市には豊かな食材があり、食文化があり

ます。それらをいかして子どもが自立し、

豊かな食生活が送られるように本市の食育

を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜背景・留意点＞ 
◆香美市は自然・歴史・伝統文化・人的資源に恵まれた環境にありますが、その教育資源を積極

的に活用し、地域とともに進める教育が必要です。 

◆本市の自然の中での活動経験、社会教育施設の利用状況は、活動内容や施設によって回答にバ

ラツキがあり、児童生徒の経験に差があるようです。 

◆少人数の家庭が増加傾向にあり、人と人との関係が希薄になってきています。 

◆地域の自然や人等とふれあう機会が少ない子ども・大人が増加傾向です。 

◆人間関係づくり、地域や社会の人と繋がって生きていく人間関係資本の強化を意図的に行って

いく必要があると考えられます。 
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（２） 子育て支援と親支援の推進 

■施策の柱 

 

① 親支援と家庭教育力の向上 

② 保育サービスの質・量の充実、子育て支援センターの機能充実 

 

 

■主な取組 

○子育てのセーフティネットづくり 

・「子育ては大人の使命」という大人への啓発

を進めると同時に、子育てで困ったときに相

談できるシステムの周知徹底を図り、子育て

をする保護者へのセーフティネットづくり

を進めます。 

○地域ぐるみによる子育て支援 

・家庭・学校・地域が連携し、各種団体の参画

や多様な活動を通して、地域ぐるみで子育て

への関わりを広げます。 

・毎月 20 日の教育の日などを活用し、保護

者、学校や地域ぐるみの交流活動をはじめ、

子育て相談や子どもと遊ぶイベント等を充

実します。 

○保育サービスの充実 

・就学前児童への教育・保育を質・量ともに充

実させていくとともに、一時預かり事業や延

長保育事業などの子ども・子育て支援事業の

充実を図ります。 

○地域子育て支援センターの充実 

・地域子育て支援センターの機能の充実を図

り、多様な子育て支援事業や相談事業を行

うことにより、子育て家庭を支援し、親子・

子ども同士・親同士の交流の場を拡充しま

す。 

 

 

 

 

＜背景・留意点＞ 
◆地域の結びつきが弱くなっており、各家庭で困ったことがあっても家族以外の協力が十分には

期待できない状況もあります。家族の数が少数になっているため、どこにどのように相談した

ら良いのかがわからないということも想定されます。 

◆少子化、核家族化が進み、子育てが“個育て”、“孤育て”になっているおそれがあります。 

◆学びなおしなど自立支援が必要な場合があります。 

◆香美市の人的資源は豊富で、教育に対しては支持的な見方の人々が多く、教育現場への参画を

促進していくことが求められます。 

◆親の中には親としての不安を抱えているケースもあります。香美市民がみんなで子どもを育て

るという使命感や責任感をもつことが必要になってきていると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香美市イメージキャラクターⒸやなせたかし 
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（３） 市民協働で地域の教育力を高める取組の推進 

■施策の柱 

 

① コミュニティと連携し、地域特性をいかした特色ある教育の推進 

② 地域住民の参画による学校の活性化 

③ 安全で安心できる学習活動や体験活動の場の提供 

 

 

■主な取組 

○地域コミュニティと連携した特色ある 

教育の推進 

・地域・学校の協働による防災学習の実施や、

さまざまな交流、行事支援などといった学校

事業への地域住民のボランティア参加を促

進し、地域コミュニティと連携した特色ある

教育を推進します。 

○学校支援地域本部との連携 

・学校支援地域本部事業を推進し、学校・家

庭・地域が一体となって地域ぐるみで子ど

もを育てる体制の充実を図るとともに、運

営を担うコーディネーターやボランティア

の育成・支援を進めます。 

○子どもの居場所づくりの推進 

・放課後や長期休暇中などに、安全で子ども

が安心して利用できる居場所づくりとして、

放課後児童クラブ事業などを推進し、地域

住民との協働を図りながら、さまざまな学

びや体験活動の機会を充実し、次代を担う

力を育成します。 

 

 

 

 

 

 

 

＜背景・留意点＞ 

◆家庭や地域の教育力が低下してきているといわれ、家庭・学校・地域が連携して地域全体で教

育に取り組んでいくことが重要となってきています。 

◆地域が子どもの教育に関わることによって、教育で地域の力を高めることもできます。 

◆香美市内の全小中学校に学校支援地域本部が設置され、地域コーディネーターの調整のもと学

校支援がおこなわれています。また、各地区にある子ども支援組織の支援も得ています。 

◆放課後児童クラブに参加する児童が増加しています。指導員の資質や専門性を高める研修の実

施や認定資格制度を取り入れるなどにより、活動の充実に取り組んでいます。 
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３３  夢夢をを育育みみ、、新新たたなな価価値値をを創創造造すするる教教育育をを展展開開ししまますす  

 

（１） 次世代を見通した教育の環境整備と実践 

■施策の柱 

 

① 香美市がもつ「知」を総合して交流したり、学び合ったりできる拠点の整備 

② 時代の変化に対応した次世代の香美市民が必要とする教育の提供 

 

 

■主な取組 

○ラーニング・コモンズ※の整備 

・市民が自主的に協働して取り組む学習を総

合的に支援する拠点として、ラーニング・

コモンズを整備します。ラーニング・コモ

ンズは、グループでの協働学習をはじめ、Ｉ

ＣＴ機器等情報メディアの活用、市民が気軽

に集える機能等を図書館と一体的に整備す

るもので、個人学習や情報入手の場としての

みでなく、市民生活やまちづくりを総合的に

支援する場所として活用できるようにしま

す。 

・ラーニング・コモンズの活用を通じ、子ども

たちが、困難な課題解決に向けて、自ら粘り

強くやり遂げる力を育成するとともに、市民

みんなの知恵と力を合わせて、新しいことを

考え、やり遂げるという創造的な学習を推進

します。 

○情報教育の推進 

・ＩＣＴ環境の整備を進め、情報教育を円滑に

行えるようにするとともに、香美市のどの地

域でも最先端の同様のサービスが活用でき

るようにします。 

・市民、児童・生徒、教職員が安全にＩＣＴを

活用できる環境を整備するとともに、情報リ

テラシー教育※、情報モラル教育※の充実を

図ります。 

○環境教育・エネルギー教育の推進 

・子どもが環境や次代のエネルギーに関心を

もち、さまざまな学習や体験を通して環境

やエネルギーに対する理解を深め、環境保

全やより良い環境を創造していくための教

育を推進します。 

○外国語教育(英語)の推進 

・グローバル化に対応するコミュニケーショ

ン力を育成するため、外国語教育（英語）

を積極的に推進します。 

 

＜背景・留意点＞ 
◆社会の変化が速く、価値観が多様化しています。 

◆香美市の全域で次代に備える教育が均等に行われる必要があります。 

◆ＩＣＴ機器を正しく使い、活用できる力の育成が急がれます。 

◆本市の未来、地球環境等について考える学習が必要となっています。 

                           

※ラーニング・コモンズ：複数の学習者が集まって、電子情報も印刷物も含めたさまざまな情報資源から得られる情報を

用いて議論を進めていく学習スタイルを可能にする「場」を提供するもの。その際、コンピュータ設備や印刷物を提供す

るだけでなく、それらを使った学習者の自学自習を支援する図書館職員によるサービスも提供する。 

※情報リテラシー教育：情報及び情報手段を主体的に選択して、活用していくための基礎的な資質を養う教育のこと。 

※情報モラル教育：情報社会を生きぬき、健全に発展させていく上で、身につけておくべき考え方や態度を養う教育のこと。 
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（２） 高知工科大学との連携 

■施策の柱 

 

① 高知工科大学との連携による高いレベルの“知”の創造への挑戦 

② 高知工科大学を教育の場として活用 

③ 高知工科大学と互恵性のある関係の構築と、連携教育の推進 

 

 

■主な取組 

○学校教育・生涯学習の場としての連携推進 

・香美市の子ども・大人の学びの場所として連

携し、まちづくりにいかしたり、自らの知

識・技能等を高められたりできる環境として

充実します。 

○学生による教育企画の推進 

・高知工科大学生の企画による子どものため

の事業を行います。 

・香美市のまち全体をキャンパスと捉え、大学

生の多様な研究や学習の場を提供するとと

もに、市民との多様な交流活動を進めます。 

○教職員研修の場としての連携推進 

・ＩＣＴの活用や教職員としての資質向上など、

本市の教職員の研修場所として連携を進め

ます。 

 

 

 

＜背景・留意点＞ 
◆高知工科大学の「知」を十分にいかしきれていない面がみられます。 

◆高知工科大学との交流は進んでいますが、全市、全校で行われているというわけではありませ

ん。 
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（３） 生涯を通した豊かな学びと文化・芸術、スポーツ活動の充実 

■施策の柱 

 

① 芸術・文化活動の拠点となる市内社会教育施設の活用促進 

② 民俗芸能や伝統行事を後世に残す取組の推進 

③ 生涯スポーツの推進 

④ 公民館活動の活性化 

⑤ 図書館活動の充実 

 

 

■主な取組 

○社会教育施設の活用促進 

・市内の社会教育施設を活用し、社会教育・生

涯学習の推進に取り組みます。 

○民俗芸能や伝統行事の保存・継承 

・国および県指定の無形民俗文化財を保存し、

継承していく取組を進めます。 

○生涯スポーツの推進 

・市民それぞれが年齢や体力に応じて関係機

関と連携し生涯スポーツに取り組み、健康

増進を図ります。 

・利用頻度の低い社会体育施設の活用促進を

図るとともに、利用者のニーズに応えられ

る改修整備を順次行います。 

○公民館活動の活性化 

・公民館活動をより一層充実させます。子ども

と大人がふれあい、交流する行事を行い、

主体的で互恵的な関係づくりを図ります。 

○図書館活動の充実 

・生涯を通して市民が充実した読書活動を行

えるよう環境整備に取り組みます。また、

管内の小中学校、高知工科大学との一層の

連携を図ります。 

 

 

 

 

＜背景・留意点＞ 
◆公民館の催事には限られた人々が参加する傾向にあり、より幅広い参加を促進していく必要が

あります。 

◆資格の取れる講座があれば参加したいと考えている人がいます。 

◆市民のニーズを捉えて英語教室など人気の高いものがあります。 

◆家庭以外での子育て活動を活発化させるため、体験活動を充実させるなど公民館活動を活性化

し教育の機会を増やすことが必要です。 

◆子どもと地域の高齢者をつなぐ活動が少ない傾向にあるため、世代間交流の機会をつくること

が望まれます。 

◆香美市の山でトレッキングをするなど、本市の自然や施設を用いて気軽に生涯スポーツを楽し

む場の設定が望まれます。 
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第第５５章章  計計画画のの推推進進にに向向けけてて  
 

１１  計計画画のの周周知知とと各各種種情情報報のの収収集集・・発発信信  

 

 計画の着実な推進を図るため、計画に掲げた基本理念や施策の基本的方向などが教育関係

者や保護者をはじめ市民に幅広く理解され、共感・共有されるよう、広報紙やパンフレット、

ホームページなど、多様な媒体を活用しながら、内容の周知に努めます。 

 また、各種施策・事業の実施にあたっては、市民や各種団体・機関との協働による取組が

必要であるため、教育に関する施策について、迅速かつ的確な情報の収集・発信を図り、市

民意見やニーズの把握・反映に努めます。 

 

２２  庁庁内内及及びび関関係係者者ととのの協協働働にによよるる計計画画のの推推進進  

 

 本計画に掲げられた施策を総合的に推進していくためには、庁内における関係部署の緊密

な連携を図ります。 

 また、教育委員会が総合調整を図りながら、学校・家庭・地域の役割を明確にするととも

に、教育関係機関、各種団体、ボランティア・ＮＰＯなど、各分野における多様な主体のさ

まざまな活動で協働しながら、地域社会全体で教育に取り組む環境づくりを進め、計画を推

進します。 

 

３３  新新たたなな検検討討がが必必要要ととななるる課課題題へへのの対対応応  

 

 急速に変化する社会情勢により、教育が対応すべき課題もめまぐるしく変化しています。

今後の計画期間においても、必要に応じて、適宜新たな課題に適切に対応できるよう、施策・

事業の検討を進め、迅速な対応を図ります。 

 

４４  進進捗捗状状況況のの点点検検・・評評価価及及びび計計画画のの見見直直しし  

 

 本計画を効果的かつ着実に推進するため、ＰＤＣＡ（計画・実行・確認・行動）サイクル

の考え方に基づき、施策・事業についての評価を毎年度行い、その結果を公表しつつ、その

時の状況に対応した施策の実行に努めます。 

 また、本計画は 10年先を見通していますが、策定から５年後を目途に見直しを行います。

見直しにあたっては、市民意見の把握をはじめ、年度ごとの施策、事務事業の点検・評価を

ふまえ、５年間の計画の進捗状況を評価・公表したうえで、後期にあたる計画を策定します。 
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参参考考資資料料  
 

１１  香香美美市市教教育育振振興興基基本本計計画画検検討討委委員員会会設設置置要要綱綱  

 

 （設置） 

第１条 教育基本法（平成１８年法律第１２０号）第１７条第２項の規定に基づく教育の振興のため

の施策に関する基本的な計画（以下「香美市教育振興基本計画」という。）を策定するため、香美市

教育振興基本計画検討委員会（以下「検討委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事項） 

第２条 検討委員会の所掌事項は、次のとおりとする。 

 （１）香美市教育振興基本計画の策定に関すること。 

 （２）その他検討委員会の目的を達成するために必要な事項に関すること。 

 （委員及び組織） 

第３条 検討委員会は、香美市内の有識者のうちから教育委員会が委嘱し、又は任命する委員１５人

以内で構成する。 

２ 委員の任期は、香美市教育振興基本計画策定の日までとする。 

３ 検討委員会には、委員長及び副委員長各１名を置く。 

４ 委員長は、委員の互選により定め、副委員長は、委員長が指名する。 

５ 委員長は、会務を総理し、検討委員会を代表する。 

６ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 （会議） 

第４条 検討委員会は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の会議の出席を求め、資料の提出や意見、

説明その他の協力を求めることができる。 

 （庶務） 

第５条 検討委員会の庶務は、香美市教育委員会教育振興課において処理する。 

 （補則） 

第６条 この告示に定めるもののほか、検討委員会の設置に関し必要な事項は、委員長が検討委員会

に諮って定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この告示は、平成２４年４月１日から施行する。 

 （失効） 

２ この告示は、香美市教育振興基本計画策定の日に、その効力を失う。 
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２２  香香美美市市教教育育振振興興基基本本計計画画検検討討委委員員会会ににおおけけるる検検討討経経過過  

 

第１回 検討委員会 【平成 24年７月 31日（火）】 

＜主な議題＞ 

○委員の委嘱 

○会長及び副会長の指名 

○策定趣旨の説明 

○スケジュール確認・ロードマップの説明 

 

第２回 検討委員会 【平成 24年 10月２日（火）】 

＜主な議題＞ 

○教育振興計画の概略について 

○アンケートの実施について 

 

第３回 検討委員会 【平成 24年 11月６日（火）】 

＜主な議題＞ 

○アンケート設問案について 

○ヒアリングの実施について 

○香美市の現状について 

 

第４回 検討委員会 【平成 25年２月 19日（火）】 

＜主な議題＞ 

○アンケート結果（速報値）について 

○今後のスケジュールについて 

 

第５回 検討委員会 【平成 25年４月 13日（土）】 

＜主な議題＞ 

○アンケート調査結果概要について 

○ワークショップの実施（キーコンセプトの検討について） 

 

第６回 検討委員会 【平成 25年５月 31日（金）】 

＜主な議題＞ 

○香美市教育振興基本計画骨子案について 

 

第７回 検討委員会 【平成 25年７月２日（火）】 

＜主な議題＞ 

○香美市教育振興基本計画骨子案について 

 

第８回 検討委員会 【平成 25年８月 20日（火）】 

＜主な議題＞ 

○香美市教育振興基本計画案について 

 

第９回 検討委員会 【平成 25年９月 26日（火）】 

＜主な議題＞ 

○香美市教育振興基本計画案について 

 

第 10回 検討委員会 【平成 25年 11月１日（火）】 

＜主な議題＞ 

○香美市教育振興基本計画（素案）について 

○今後のスケジュールについて 

・パブリックコメントについて 

・今後の予定 
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第 11回 検討委員会 【平成 26年１月 10日（金）】 

＜主な議題＞ 

○香美市教育振興基本計画（素案）について 

・パブリックコメントを受けての修正方針について 

 

第 12回 検討委員会 【平成 26年２月７日（金）】 

＜主な議題＞ 

○香美市教育振興基本計画（原案）について 

   ○香美市教育振興基本計画（概要版）について 

 

 

３３  香香美美市市教教育育振振興興基基本本計計画画策策定定にに係係るる調調査査等等実実施施経経過過  

 

◇アンケート調査 

○調査対象：市民、小・中学生保護者、小学生・中学生、高校生、教職員、高知工科大学生、市

外在住者の７種類 

○調査期間：平成 24年 11月 26日～12月 10日 

 

◇ヒアリング調査 

○調査対象：吉井勇記念館、香美市立図書館、土佐山田ライオンズクラブ、中央公民館、香美市

立美術館、香美市スポーツ少年団、香美市商工会、地区公民館、子育て支援ネット

ワーク（聞き取り調査）、高知工科大学（聞き取り調査）の 10団体・機関 

○調査期間：平成 24年 12月～１月 

 

◇香美市子ども会議 

○参 加 者：舟入小学校、山田小学校、楠目小学校、片地小学校、香長小学校、大宮小学校、

大栃小学校、鏡野中学校、香北中学校、大栃中学校から 21人の児童・生徒が参加 

○会議開催日：平成 25年 11月９日（土） 
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４４  香香美美市市教教育育振振興興基基本本計計画画検検討討委委員員会会委委員員名名簿簿  

 

 氏  名 所属・役職 任  期 

委 員 長 中村 直人 高知県立高知工科大学教授 
平成24年7月1日から教育

振興基本計画策定の日まで 

副委員長 信﨑眞理子 香美市立楠目小学校長 
平成24年7月1日から教育

振興基本計画策定の日まで 

 入野 博 香美市立鏡野中学校長 
平成24年7月1日から教育

振興基本計画策定の日まで 

 北村 公良 高知県立山田高等学校長 
平成24年7月1日から教育

振興基本計画策定の日まで 

 島岡 信彦 香美市議会議員 
平成24年7月1日から教育

振興基本計画策定の日まで 

 竹﨑 耕司 クラブ香美 INGマネージャー 
平成24年7月1日から教育

振興基本計画策定の日まで 

 西村 芳成 香美市議会議長 
平成24年7月1日から教育

振興基本計画策定の日まで 

 日向 國雄 ひまわり保育園長 
平成24年7月1日から教育

振興基本計画策定の日まで 

 藤田 保美 香美市立なかよし保育園長 
平成24年7月1日から教育

振興基本計画策定の日まで 

 細木 優美 前鏡野中学校 PTA 会長 
平成24年7月1日から教育

振興基本計画策定の日まで 

 山﨑 和孝 高知県地域子育てサポーター 
平成24年7月1日から教育

振興基本計画策定の日まで 

 山﨑 眞幹 香美市議会議員 
平成24年7月1日から教育

振興基本計画策定の日まで 

 福田 俊樹 高知県立山田養護学校長 
平成 24 年 7月 1 日から 

平成 25 年 3月 31 日 

 吉村 洋二 高知県立山田養護学校長 
平成25年4月1日から教育

振興基本計画策定の日まで 

※敬称略・順不同 所属・役職は委嘱時による 

  


